
氏
名
（
筆
名
）
　
　
　
　

読
み
仮
名

生
年
（
西
暦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　年

生
ま
れ
た
都
道
府
県
名

現
住
所
（
郵
便
番
号
・
都
道
府
県
名
か
ら
お
願
い
し
ま
す
）※

※現住所は都道府県・市区名まで著者紹介欄に掲載します。
　校正紙をお送りしますので、すべてご記入ください。

代
表
著
書
（
計
二
冊
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

所
属
誌
・
団
体
名
（
計
二
つ
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

〒

ＴＥＬ（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　）

応
募
す
る
作
品
の
題
名

『
東み

ち
の
く北
詩
歌
集
―
西
行
・
芭
蕉
・
賢
治
か
ら
現
在
ま
で
』
公
募
趣
意
書

出
版
内
容
＝
東み

ち
の
く北
六
県
の
歴
史
・
文
化
・
風
土
の
多
彩
な
魅
力
や
ま
つ

ろ
わ
ぬ
精
神
性
を
短
歌
・
俳
句
・
詩
の
様
々
な
手
法
で
表

現
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

Ａ
５
判　

約
三
五
〇
～
四
〇
〇
頁　

本
体
価
格
一
八
〇
〇
円
＋
税

発
　
行
　
日
＝
二
〇
一
九
年
三
月
一
一
日
発
行
予
定

編
　
　
　
者
＝
鈴
木
比
佐
雄
、
佐
相
憲
一
、
座
馬
寛
彦
、
鈴
木
光
影

発
　
行
　
所
＝
株
式
会
社
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社

公
　
　
　
募
＝
二
五
〇
人
の
詩
・
短
歌
・
俳
句
を
公
募
し
ま
す
。
作
品
と
承

諾
書
を
お
送
り
下
さ
い
。
既
発
表
・
未
発
表
を
問
い
ま
せ
ん
。

趣
意
書
は
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が

可
能
で
す
。http://w

w
w
.coal-sack.com

/

参
　
加
　
費
＝
一
頁
は
詩
四
十
行
（
一
行
二
十
五
字
）、
短
歌
十
首
、
俳
句

二
十
句
で
一
万
円
、二
冊
配
布
。
二
頁
は
詩
八
十
八
行
、短
歌
・

俳
句
は
一
頁
の
倍
の
作
品
数
で
二
万
円
、
四
冊
配
布
。
校
正

紙
が
届
き
ま
し
た
ら
、
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社
の
振
替
用
紙
に
て

お
振
込
み
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

し
め
き
り
＝
二
〇
一
九
年
一
月
末
日
必
着
（
本
人
校
正
一
回
あ
り
）

原
稿
送
付
先
＝
〒
一
七
三
‐
〇
〇
〇
四

　
　
　
　
　
　
東
京
都
板
橋
区
板
橋
二
‐
六
三
‐
四
‐
二
〇
九

デ
ー
タ
原
稿
の
方
＝
ご
郵
送
と
同
時
に
〈m

.suzuki@
coal-sack.com

〉

　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
光
影
）
ま
で
メ
ー
ル
送
信
お
願
い
し
ま
す
。

【
よ
び
か
け
文
】

　

あ
な
た
の
抱
い
て
い
る
「
東
北
」
へ
の
想
い
を
分
け
て
頂
き
た
い
。
と
っ

て
お
き
の
「
東
北
」
の
風
景
や
事
物
に
宿
る
精
神
性
を
短
歌
・
俳
句
・
詩

で
表
現
し
て
欲
し
い
。
新
作
・
旧
作
は
問
わ
な
い
。
西
行
・
芭
蕉
・
賢
治

の
よ
う
な
歴
史
的
な
優
れ
た
表
現
者
た
ち
も
収
録
し
た
い
。

　

一
六
八
九
年
春
に
松
尾
芭
蕉
は
深
川
の
庵い

お
り
を
引
き
払
っ
て
、「
奥
羽
」
で

あ
る
「
陸み

ち
の
く奥
」
に
旅
立
っ
て
行
っ
た
。
芭
蕉
が
敬
愛
す
る
西
行
の
五
百
年

忌
の
年
に
、
西
行
が
愛
で
た
「
松
島
の
月
」
を
眺
め
る
こ
と
な
ど
、
漂
泊

の
歌
人
西
行
が
実
際
に
出
向
い
た
「
陸み

ち
の
く奥
」
を
訪
ね
、
詠
わ
れ
た
歌
の
歌

枕
（
当
時
の
名
所
旧
跡
な
ど
）
を
追
体
験
す
る
こ
と
が
大
き
な
動
機
だ
っ

た
よ
う
だ
。
ま
た
西
行
よ
り
も
九
百
年
前
に
中
国
全
土
を
旅
し
て
「
国
破

れ
て
山
河
在
り
」
な
ど
の
漢
詩
を
書
い
た
杜
甫
か
ら
の
影
響
も
大
き
か
っ

た
と
言
わ
れ
る
。
芭
蕉
の
中
で
「
陸み

ち
の
く奥
」
と
い
う
北
方
の
大
地
を
巡
る
戦

い
で
死
ん
で
い
っ
た
数
多
の
人
び
と
、
ま
つ
ろ
わ
ぬ
者
た
ち
と
支
配
し
よ

う
と
す
る
者
た
ち
が
争
っ
た
両
方
の
人
び
と
を
、
鎮
魂
し
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
「
東
北
」
に
関
わ
る
こ
と

は
「
陸み

ち
の
く奥
」
の
一
万
数
千
年
の
歴
史
に
関
わ
る
事
で
あ
り
、
そ
ん
な
縄
文
時

代
の
精
神
性
や
杜
甫
や
西
行
や
芭
蕉
た
ち
の
漂
泊
の
精
神
性
を
引
き
継
い
で

い
る
歌
人
、
俳
人
、
詩
人
た
ち
に
焦
点
を
当
て
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

芭
蕉
は
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
冒
頭
で
、「
予
も
い
づ
れ
の
年
よ
り
か
、

片へ
ん

雲う
ん

の
風
に
さ
そ
わ
れ
て
、
漂
泊
の
思
ひ
や
ま
ず
、
海か

い

浜ひ
ん

に
さ
す
ら
へ
、

去こ

年ぞ

の
秋
江こ

う

上し
や
うの
破は

屋を
く

に
蜘く

も

の
古
巣
を
は
ら
ひ
て
、
や
ゝ
年
も
暮く

れ

、
春
立た

て

る
霞
の
空
に
、
白
川
の
関
こ
え
ん
と
、
そ
ゞ
ろ
神が

み

の
物
に
つ
き
て
心
を
く

る
は
せ
、
道だ

う

祖そ

神じ
ん

の
ま
ね
き
に
あ
ひ
て
取と

る

も
の
手
に
つ
か
ず
」
と
い
う
心

境
を
生
き
生
き
と
語
っ
て
い
る
。
こ
の
「
そ
ゞ
ろ
神
」
と
は
、
芭
蕉
の
造

語
ら
し
い
が
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
詩
的
精
神
で
あ
り
、
詩
の
女
神

の
囁
き
に
呼
ば
れ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
そ
し
て
芭
蕉
は
、「
草
の
戸
も
住す

み

替か
は

る
代
ぞ
ひ
な
の
家
」
と
詠
み
、
芭
蕉
庵
を
人
に
譲
っ
て
退
路
を
断
っ
て

奥
羽
路
へ
旅
立
っ
て
い
く
。

　

西
行
や
芭
蕉
が
「
そ
ゞ
ろ
神
」
に
惹
か
れ
「
東み

ち
の
く北
の
他
者
と
出
会
う
た

め
に
命
懸
け
で
漂
泊
の
旅
に
出
か
け
た
よ
う
に
、賢
治
も
ま
た
自
ら
を
「
修

羅
」
を
歩
む
も
の
と
し
て
、
実
は
精
神
に
お
い
て
世
界
の
書
物
や
芸
術
や

宗
教
そ
し
て
自
然
な
ど
の
中
を
漂
泊
し
な
が
ら
、
様
々
な
「
異
形
」
の
他

者
に
出
会
い
そ
れ
を
短
歌
や
詩
や
童
話
な
ど
に
残
し
た
。
そ
れ
ら
の
試
み

は
、
現
在
も
東
北
に
関
わ
る
短
歌
、
俳
句
、
詩
を
創
作
す
る
者
た
ち
に
と
っ

て
原
点
と
な
っ
て
、
今
後
も
東み

ち
の
く北
の
詩
歌
精
神
は
反
復
さ
れ
続
け
て
い
く

に
違
い
な
い
。

　

東
北
は
、
福
島
、
宮
城
、
山
形
、
岩
手
、
秋
田
、
青
森
か
ら
成
り
立
っ

て
い
る
。
け
れ
ど
も
同
じ
東
北
で
自
然
環
境
や
文
化
・
歴
史
は
微
妙
に
異

な
っ
て
い
る
。
全
国
の
県
の
中
で
最
も
土
地
面
積
が
広
い
の
は
、
一
番
は

岩
手
県
で
二
番
目
は
福
島
県
だ
。
例
え
ば
福
島
は
少
な
く
と
も
会
津
、
中

通
り
、
浜
通
り
の
3
つ
の
地
域
に
分
か
れ
て
い
る
。
山
の
多
い
会
津
と
浜

通
り
の
い
わ
き
や
相
馬
な
ど
で
は
そ
の
気
候
や
文
化
的
背
景
は
か
な
り
異

な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
東
北
各
県
の
内
部
の
多
様
性
を
浮
き
彫
り
に

す
る
よ
う
な
短
歌
・
俳
句
・
詩
を
公
募
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
東

日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
八
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ

ら
に
関
す
る
作
品
も
数
多
く
集
め
、
東
北
の
千
数
百
年
の
歴
史
・
文
化
を

詩
歌
を
通
し
て
学
べ
る
『
東み

ち
の
く北
詩
歌
集
―
―
西
行
・
芭
蕉
・
賢
治
か
ら
現

在
ま
で
』
を
構
想
し
、
二
〇
一
九
年
三
月
一
一
日
の
発
行
を
予
定
し
て
い

る
。
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
比
佐
雄
）

キ
リ
ト
リ
線
（
参
加
詩
篇
と
共
に
ご
郵
送
く
だ
さ
い
）
デ
ー
タ
原
稿
を
お
持
ち
の
方
は
〈m

.suzuki@
coal-sack.com

〉
ま
で
メ
ー
ル
送
信
お
願
い
し
ま
す
。

『
東み

ち
の
く北
詩
歌
集 

―
西
行
・
芭
蕉
・
賢
治
か
ら
現
在
ま
で
』
参
加
承
諾
書

以
上
の
略
歴
と
同
封
の
詩
篇
に
て

　『
東み

ち
の
く北
詩
歌
集
―
西
行
・
芭
蕉
・
賢
治
か
ら
現
在
ま
で
』
に
参
加
す
る
こ
と
を
承
諾
し
ま
す
。


